
問
答

元気なまちづくり
を

幸福を実感できる
地域づくり

問
答

子どもの発達特性
の早期理解を

個別教育支援・
指導計画で対応

▲視察先のハローワーク（総社市）

▲のびのび園

南
部
地
域
通
学
通
勤
バ
ス

第
１
期
、
第
２
期
社
会
実
験
運

行
の
結
果
は
。

市
民
生
活
部
長
　
運
賃
や

バ
ス
停
の
満
足
度
が
非
常
に
高

く
、
運
行
本
数
や
運
行
ダ
イ
ヤ

に
満
足
度
が
低
い
。

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
の
南
部

地
域
実
証
運
行
に
あ
た
り
、
住

民
説
明
と
内
容
は
。

大
藤
、
栄
南
の
各
地
区
公

民
館
等
で
説
明
会
。
「
デ
マ
ン

ド
と
は
」
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
の
仕

組
」
な
ど
動
画
で
説
明
。

北
部
・
東
部
の
導
入
は
。

ま
た
、
そ
の
説
明
会
は
い
つ
頃

か
。

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
導
入
は

未
定
。

公
共
交
通
の
再
編
は
、
東
部

は
令
和
5
年
度
、
北
部
は
令
和

6
年
度
か
ら
予
定
。

う
ま
く
運
行
が
出
来
な

か
っ
た
場
合
に
、
北
部
・
東
部

の
運
行
は
。
　

検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
各

エ
リ
ア
に
合
う
実
証
実
験
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
在
の
タ
ク
シ
ー
券
の
利

用
率
は
。
苦
情
・
要
望
な
ど

は
。

健
康
福
祉
部
長
　
利
用
率

は
27
・
5
％
。
令
和
３
年
度
か

ら
１
回
乗
車
に
２
枚
使
用
可
。

市
長
総
括
を
。

市
長
　
新
し
い
移
動
手
段

を
導
入
し
、
便
利
に
な
る
形
へ

見
直
し
、
検
討
し
て
い
く
。

※

チ
ョ
イ
ソ
コ
　

利
用
者
の
要
望
に
応
じ
て
運

行
す
る
民
間
の
デ
マ
ン
ド
型
乗

り
合
い
送
迎
サ
ー
ビ
ス
。

コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
で
、

子
ど
も
会
は
い
く
つ
な
く
な
っ

た
か
。健

康
福
祉
部
長
　
８
団
体

減
少
。減

少
理
由
は
。

夜
間
や
休
日
の
役
員
活
動

が
大
き
な
負
担
。

高
齢
者
が
増
加
す
る
の

に
、
な
ぜ
福
寿
会
の
会
員
が
減

少
す
る
と
思
う
か
。

新
規
加
入
者
の
減
少
と
、

会
員
の
高
齢
化
に
よ
る
退
会
者

の
増
加
。

高
齢
者
に
も
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
の
考
え
は
。

自
由
な
発
想
を
得
て
、
市

民
と
行
政
、
社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
関
係
機
関
と
協
働
の
形
で

考
え
る
。

市
長
総
括
を
。

市
長
　
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
各
種
団
体
等
を
支
援

し
て
い
く
。

やとみ志政会
鈴木 みどり 議員

連携強化と環境整備に努める答
障がい者の就労支援の推進を問

江崎 貴大 議員
無会派

問
答 本
市
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
型
交
通
は

課
題
解
決
の
手
段
の
1
つ

※

市
内
企
業
の
法
定
雇
用
率

達
成
状
況
は
。

福
祉
課
長
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
津
島
管
内
で
の
数
値
で
54
・

６
％
。一

般
就
労
の
状
況
を
把
握

で
き
な
い
理
由
は
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
を

受
け
ず
に
就
労
す
る
た
め
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
踏
み
込

ん
だ
連
携
は
で
き
な
い
の
か
。

海
部
南
部
自
立
支
援
協
議

会
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島
も

参
加
し
連
携
し
て
い
る
。

こ
の
３
年
間
で
、
本
市
役

所
の
新
規
障
が
い
者
雇
用
数

は
。

人
事
秘
書
課
長
　
正
規
職

員
の
採
用
は
な
く
、
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
４
人
採
用

し
、
１
人
退
職
。

障
が
い
者
雇
用
を
拡
充
す

る
考
え
は
。

法
定
雇
用
率
達
成
に
向

け
、
能
力
と
適
正
に
応
じ
た
雇

用
を
目
指
す
。

企
業
側
、
障
が
い
者
側
の

双
方
か
ら
相
談
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
は
。

福
祉
課
長
　
企
業
か
ら
の

相
談
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

や
海
部
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
ぐ
。
障
が

い
者
か
ら
の
相
談
は
、
相
談
支

援
事
業
所
で
行
う
。

合
理
的
配
慮
の
相
談
・
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
は
。

関
係
機
関
等
と
連
携
を
強

化
し
、
環
境
整
備
に
努
め
る
。

進
学
時
の
引
継
ぎ
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く

の
か
。教

育
部
長
　
中
学
校
に
進

学
す
る
際
、
特
別
支
援
学
級
か

ら
通
常
学
級
に
転
籍
す
る
子

や
、
通
常
学
級
在
籍
で
支
援
が

必
要
な
子
の
個
別
教
育
支
援
計

画
、
個
別
指
導
計
画
も
確
実
に

引
き
継
ぐ
。

小
中
学
校
で
発
達
特
性
を

理
解
す
る
難
し
さ
は
あ
る
の

か
。

担
当
教
員
の
許
容
す
る
力

や
環
境
に
よ
っ
て
判
断
が
違
っ

て
し
ま
う
難
し
さ
が
あ
る
。

小
中
学
校
で
発
達
特
性
に

気
づ
い
た
際
に
は
、
ど
の
よ
う

な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
の
か
。

特
別
支
援
教
育
校
内
委
員

会
で
協
議
し
、
個
別
の
計
画
を

作
成
し
支
援
す
る
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
発
達

特
性
の
あ
る
児
童
生
徒
や
、
気

に
な
る
児
童
生
徒
に
ど
の
よ
う

に
接
し
て
い
る
の
か
。

専
門
的
視
点
で
観
察
す
る

機
会
を
つ
く
り
、
情
報
共
有
を

図
る
。

の
び
の
び
園
正
規
職
員
の

直
近
推
移
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
令
和
２

年
度
２
人
、
３
年
度
３
人
、
４

年
度
３
人
。

市
立
保
育
所
に
お
い
て
、

の
び
の
び
園
で
療
育
を
経
験
し

た
保
育
士
は
。

４
人
。

の
び
の
び
園
の
正
規
職
員

を
増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

増
員
予
定
は
な
い
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

を
整
備
す
る
考
え
は
。

海
部
南
部
自
立
支
援
協
議

会
を
中
心
に
、
海
部
南
部
圏
内

に
１
か
所
設
置
に
向
け
検
討

中
。

10
月
臨
時
会・12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

行
政
視
察
報
告

広
報
編
集
特
別
委
員
会
取
材・

議
案
等
の
賛
否
状
況一覧

一般
質
問

お
し
ら
せ

10
月
臨
時
会・12
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

行
政
視
察
報
告

広
報
編
集
特
別
委
員
会
取
材・

議
案
等
の
賛
否
状
況一覧

一般
質
問

お
し
ら
せ

No.68 2023年2月22日発行　議会だより　やとみ 14No.68 2023年2月22日発行　議会だより　やとみ15

問
答

長期的かつ総合的
な政策を

先進自治体も
参考に取り組む

▲こども基本法WEBサイト

こども基本WEBサイトは、
日本財団が運営しています。

〇
国
は
「
子
ど
も
に
関
す
る
取

り
組
み
・
政
策
を
社
会
の
真
ん

中
に
据
え
る
」
と
し
て
い
る
。

本
市
は
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
以
下
を
問
う
。

子
ど
も
基
本
法
の
制
定
、

子
ど
も
家
庭
庁
の
設
置
に
対
し

て
、
市
は
ど
う
認
識
し
、
対
応

し
て
い
く
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
先
進
的

な
施
策
を
取
り
込
む
な
ど
、
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し

て
い
く
。

基
本
法
に
定
め
ら
れ
た

「
こ
ど
も
大
綱
」
ま
た
「
子
ど

も
計
画
」
策
定
の
認
識
と
対
応

は
。

市
子
ど
も
計
画
に
子
ど
も

た
ち
に
必
要
な
施
策
を
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

周
知
と
理
解
、
共
感
と
共

有
を
深
め
て
い
く
た
め
に
も
、

弥
富
市
版
の
「
共
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
は
。

今
後
策
定
す
る
市
こ
ど
も

計
画
に
反
映
し
、
本
市
が
目
指

す
「
共
育
」
の
普
及
に
努
め
て

い
く
。

公
的
な
第
三
者
の
子
ど
も

の
権
利
擁
護
機
関
の
設
置
と
、

設
置
の
根
拠
と
な
る
条
例
の
制

定
へ
の
市
の
見
解
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
先
進
自

治
体
も
参
考
に
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。

市
長
は
先
の
選
挙
に
お
い

て
「
人
権
教
育
の
充
実
」
を
公

約
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
た
が
、

そ
の
決
意
も
含
め
総
括
的
な
見

解
は
。市

長
　
「
子
ど
も
が
主
役

の
弥
富
市
」
を
目
指
し
、
関
連

施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
に
努
め

て
い
く
。

公明党
堀岡 敏喜 議員

地域とともに推進していく答
部活動の地域移行の取組は問

加藤 克之 議員
やとみ志政会

問
答 子
ど
も
が
主
役
の
弥
富
を
目
指
せ

必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん
で
い
く

〇
市
内
中
学
校
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
以
下
を
問
う
。

各
中
学
校
の
部
活
動
状
況

は
。

学
校
教
育
課
長
　
弥
富
中

学
校
は
運
動
部
12
、文
化
部
３
。

弥
富
北
中
学
校
は
運
動
部

10
、
文
化
部
２
。

十
四
山
中
学
校
は
運
動
部

５
、
文
化
部
１
。
　

令
和
5
年
度
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

教
育
委
員
会
に
お
い
て
課

題
を
整
理
し
、
関
係
団
体
と
調

整
し
て
い
く
。

日
本
中
学
校
体
育
連
盟
の

現
状
と
今
後
は
。

中
学
校
等
の
生
徒
を
対
象

と
す
る
大
会
へ
の
参
加
に
つ
い

て
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
活
動
に
参

加
す
る
中
学
生
の
全
国
大
会
へ

の
参
加
を
承
認
。

取
り
組
み
体
制
は
。

専
門
的
指
導
者
と
し
て
部

活
動
指
導
員
を
お
願
い
し
、
学

校
部
活
動
か
ら
地
域
部
活
動
へ

の
流
れ
と
し
て
素
地
を
作
っ
て

い
く
。
　

部
活
動
の
ス
ポ
ー
ツ
系
と

文
化
系
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
。

競
技
団
体
や
文
化
芸
術
団

体
と
調
整
し
な
が
ら
進
め
る
。

愛
知
大
学
生
と
連
携
協
力

の
依
頼
を
試
み
て
は
。

愛
知
大
学
や
愛
知
学
院
大

学
と
の
間
に
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

令
和
５
年
度
の
連
携
事
業
と
し

て
協
議
し
て
い
く
。

市
長
の
見
解
は
。

市
長
　
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
に
継
続
し

て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会

の
確
保
と
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
の
仕
組
み
を
地
域
と
共
に

推
進
し
て
い
く
。
　

10
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臨
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月
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の
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ら
ま
し
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会
レ
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